
担当部署 佐倉市各部署の課題

企画政策部
新知事と連携する。佐倉市の地下水を確保し原水を安くて安全なもの
にする。ホームぺージの更新。オリ・パラへの取り組み。

財政部
入札における落札業者のくじ引き決定等を無くし、入札差金を確保す
る。最小の経費で最大の効果を上げる。市税減少への対応。

議会事務局 議会改革の推進。委員会のインターネット配信等情報公開を進める。
情報公開への不断の取り組み。行政のデジタル化への取り組み。

職員通勤手当が国基準に比較し、年間９５０万円高いのを是正する。
職員給与につき他市との比較を十分に説明する。特別職期末手当の
役職加算根拠を明確にする。

資産経営部
政策決定過程、新佐倉図書館の建設等を含め積極的に情報公開をす
る。公共施設包括管理の円滑な実施。

選挙管理委員会 看板等の適正設置を含め、違法な政治活動、選挙活動を無くす。
市民部 保健事業と介護予防の一体的実施による健康寿命の延伸。

危機管理部 地震等災害への備え、避難所充実への取り組み。
学校授業等での情報機器の活用。
学校トイレ洋式化（5年間要）を早める。
教員の残業削減。子どもの自己肯定感の育成。国際感覚の育成（英
語教育等体制強化）。

福祉部
高齢者、障がい者福祉の推進。グループホーム等福祉施設の充実。
生活困窮者支援。

子ども支援部 保育園、学童保育の実質待機児童を無くし環境改善に取り組む。

子育て支援全体。病児病後児保育の拡大。

健康増進部 ワクチン等コロナ対策。PCR検査を含めた健康危機対策事業の推進。

産業振興部 コロナに対する企業支援。観光拠点整備。農業支援。

環境部 気候変動対策。不法廃棄物対策。公衆トイレ洋式化推進。

土木部
道路規制表示の適正化も促し、安全な道路とする。街路樹の小型樹
木へ植え替え。樹木の点検調査。明神橋復旧。

都市部 京成佐倉駅北口へのエレベータ設置。大規模盛土への対策。

上下水道部
入札における、落札業者のくじ引き決定等を無くし適正な競争確保。
水道原水費上昇による値上げ幅の適正化。

総務部

（教育委員会）
教育部

　　予算審査追加資料

会派名 請求件数

市民ネット 65

共産党 77

市民オンブズマ
ンひまわり会

50

さくら会 0

公明党 0

自由民主さくら 0

（会派に所属せず） 請求できず

合計 192
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目次
１頁 佐倉市の新年度予算

予算審査追加資料

２頁 定例議会概要
ワクチン接種率70％を想定
要介護・障がい者は

市民の約10％
政治活動用看板

４割が要修正

佐倉市の新年度一般会計予算 ４７４億円（市民一人当たり２７万円）

予
算
や
決
算
で
は
、
執

行
部
（
行
政
側
）
か
ら
、

説
明
資
料
が
提
供
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は

不
明
な
点
も
多
い
の
で
追

加
資
料
を
請
求
す
る
。

今
回
は
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
65
件
）
、
日
本
共

産
党
（
77
件
）
、
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ひ
ま
わ
り

会
（
50
件
）
の
合
計
１

９
２
件
が
請
求
さ
れ
た
。

さ
く
ら
会
、
公
明
党
、
自

由
民
主
さ
く
ら
は
０
件
。

（
左
表
参
照
）

と
こ
ろ
が
、
特
に
理
由

の
説
明
も
な
く
委
員
長
の

発
言
に
よ
り
６
件
が
除
外

さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

①
携
帯
電
話
無
線
基
地
局

数②
同
基
地
局
の
設
置
申
請

件
数

③
市
内
小
中
学
校
、
学
級

費
の
金
額
と
内
容
等

④
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
通
報

一
覧
（
２
年
度
分
）

⑤
公
益
通
報
の
一
覧

⑥
佐
倉
市
の
死
因
10
位

①
②
は
初
の
請
求
。

③
④
⑤
⑥
は
昨
年
も
請
求
。

除
外
さ
れ
た
追
加
資
料

は
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
資

料
で
あ
り
、
理
由
の
説
明

も
な
く
除
外
す
る
の
は
問

題
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
追
加
資
料

請
求
に
よ
り
そ
の
後
、
請

求
な
く
と
も
執
行
部
が
準

備
す
る
よ
う
に
な
っ
た
資

料
も
多
い
。
例
え
ば
、

各
部
局
の
概
要

地
方
交
付
税
計
算
書

地
方
譲
与
税
計
算
書

交
付
金
計
算
書

補
助
金
一
覧

等
で
あ
り
、
執
行
部
の
理

解
も
あ
り
資
料
は
少
し
づ

つ
充
実
し
て
い
る
。

請
求
者
は
説
明
資
料
を

請
求
し
、
市
政
の
各
分
野

に
つ
い
て
現
状
を
把
握
し
、

予
算
審
査
に
活
用
し
て
い

る
。
予
算
の
質
疑
に
お
い

て
、
予
算
の
内
容
を
単
に

聞
く
の
で
は
な
く
、
対
案

を
出
し
た
り
要
望
す
る
の

に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

「
予
算
審
査
追
加
資
料
」
か
ら
見
る
審
査

こ
の
予
算
に
対
し
、
各
事
業

の
説
明
資
料
（
査
定
状
況
）
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
組
織
か

ら
Ⓑ
財
政
部
Ⓑ
財
政
課
Ⓑ

当
初

予
算
編
成
に
つ
い
て
Ⓑ
当
初
予

算
査
定
状
況
Ⓑ
一
般
会
計
（
臨

時
経
費
）
事
業
別
概
要
書
等
）

に
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
は
、
事
業
概
要
の

説
明
が
直
接
記
入
さ
れ
ず
残
念

で
す
が
、
事
業
名
を
ク
リ
ッ
ク

し
事
業
別
概
要
書
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

予
算
や
市
政
の
実
態
を
よ
く

把
握
す
る
た
め
に
、
会
派
か
ら

資
料
の
追
加
請
求
が
執
行
部
に

行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
合
計
１

９
２
件
と
な
り
、
資
料
は
一
部

除
き
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
。

追
加
資
料
請
求
内
容
は
、

①
指
定
管
理
者
へ
の
市
民
要
望

②
コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
事
業
及
び
財
源

③
共
済
組
合
へ
の
支
出
内
訳

④
発
行
市
債
の
金
利
（
金
額
上

位
5
件
）

⑤
退
職
金
負
担
金
額
内
訳

⑥
国
と
市
の
給
与
差
一
覧

⑦
高
齢
者
福
祉
施
設
待
機
者
数

⑧
市
内
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
状
況

⑨
各
保
育
園
の
入
所
状
況

⑩
各
入
札
落
札
状
況

⑪
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
随
意
契

約
一
覧

⑫
市
奨
学
金
補
助
状
況

⑬
給
食
材
佐
倉
市
自
給
率

な
ど
網
羅
的
に
請
求
さ
れ
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
各
委
員
か
ら

執
行
部
に
対
し
て
質
問
が
出
さ

れ
、
答
弁
が
行
わ
れ
、
予
算
の

妥
当
性
な
ど
が
議
論
さ
れ
、
要

望
も
出
さ
れ
ま
す
。

新
年
度
新
規
事
業
と
し
て
、

新
た
な
次
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

①
納
税
案
内
セ
ン
タ
ー
設
置

（
未
納
税
者
へ
の
納
税
案
内
）

②
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
的
実
施
（
後
期
高
齢
者
医
療

か
ら
の
受
託
事
業
）

③
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
助
成

（
早
期
発
見
を
図
る
）

④
環
境
拠
点
整
備
事
業
（
ふ
る

さ
と
広
場
拡
張
基
本
設
計
、
新

町
古
民
家
活
用
）

⑤
不
法
投
棄
防
止
事
業
（
移
動

可
能
な
防
犯
カ
メ
ラ
購
入
）

⑥
健
康
危
機
対
策
事
業
（
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
、
児
童
生
徒
高

齢
者
等
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
他
）

⑦
公
衆
ト
イ
レ
洋
式
化
（
Ｊ
Ｒ

佐
倉
駅
北
口
の
一
部
）

な
ど
で
す
。

予
算
審
査
等
に
よ
り
見
え
た

課
題
の
一
部
を
表
に
記
載
し
ま

す
。
（
上
表
参
照
）

市
税
減
収
な
ど
に
よ
り
、
先

送
り
に
な
っ
た
事
業
も
あ
り
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

佐
倉
市
の
予
算
は
、
17
万
人

以
上
の
市
民
全
て
に
関
係
す
る

も
の
で
す
。
そ
の
主
財
源
は
、

市
民
の
納
め
る
税
金
が
充
て
ら

れ
ま
す
。
無
駄
の
な
い
有
効
な

活
用
が
望
ま
れ
ま
す
。
皆
様
か

ら
の
ご
意
見

ご
要
望
を
お

待
ち
し
て
い

ま
す
。

新
年
度
予
算
（
前
年
度
比
市
税
収
入

14
億
円
減
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
一
年
以
上
経
過
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
佐
倉
市
の
新
年
度
予
算
が
審
議

さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
４
７
４
億
２
４
０

０
万
円
（
市
民
一
人
当
た
り
約
27
万
円
）
と
な
り
、
昨
年
度
当
初
予
算

よ
り
、
土
木
費
、
教
育
施
設
費
等
の
減
に
よ
り
約
40
億
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

市
税
収
入
は
前
年
度
比
約
14
億
円
減
の
見
込
で
す
。

◆
予
算
説
明
資
料

◆
予
算
委
員
会
質
疑

追
加
資
料
請
求

追
加
資
料
の
役
目

◆
議
員
請
求
追
加
資
料

◆
新
規
事
業

◆
事
業
執
行
の
課
題

追
加
資
料
の
除
外



　市議会　議案賛否表
賛成○　賛成少数△　反対×

主な議案

全
体

市
民
オ

ン
ブ
ズ

マ
ン

ひ
ま
わ
り
会

さ
く
ら
会
（
議
長
含
）

公
明
党

自
由
民
主
さ
く
ら

市
民
ネ

ッ
ト

共
産
党

新
社
会
党

高
橋
と
み
お
議
員

玉
城
清
剛
議
員

議員数（合計28名） 28 2 10 4 4 3 2 1 1 1

①　2021年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

②職員の分限に関する条例改正 ○
藤崎×
宇田〇

○ ○ ○ × × × ○ ○

③　契約締結（図書館障害物撤去） ○
藤崎〇
宇田×

○ ○ ○ × × × ○ 〇

④　学校等でのPCR検査体制構築 △ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

⑤ 生活保護制度の見直しを求める △ ○ × × × ○ ○ ○ × ○

議案種類 提出者 件数 内容（青字は否決された議案） 可決数

新年度予算 市長 9
一般会計、国民健康保険、公共用地取得事
業、農業集落排水、介護保険、災害共済、後
期高齢者医療、水道事業、下水道事業

9

Ｒ2年度補
正予算

市長 8
一般会計（２+専決１）、国民健康保険、公共用
地取得事業、介護保険、災害共済、後期高齢
者医療

8

新年度補正
予算

市長 5 一般会計、農業集落排水、介護保険、水道事
業、下水道事業

5

条例制定 市長 2 特別職給与特例、市史編さん委員会 2

条例改正等 市長 12

職員定数、職員の分限、特別職非常勤報酬、
一般職職員給与及び会計年度職員報酬等、
手数料、介護保険、指定地域密着型サービス
基準、指定居宅介護支援事業基準、指定地域
密着型介護予防サービス基準、指定介護予防
支援等の事業基準、草ぶえの丘設置管理、飯
野台観光振興施設管理改正条例を廃止

12

契約 市長 1 佐倉図書館障害物の撤去 1
審査請求 市長 1 保育園費の利用者負担 1

人事 市長 3 固定資産評価委員、人権擁護委員（2） 3

請願 市民 4
75歳以上医療費負担1割継続、安全・安心の
医療・介護の実現、新佐倉図書館建設中止、
携帯電話基地局設置条例

0

陳情 市民 1 コロナ禍での年金引き下げを行わない 0

条例改正 委員会 1 委員会条例（組織改正のため） 1
規則改正 委員会 1 会議規則（欠席理由の明確化、押印の省略） 1
条例制定 議員 1 政務活動費交付の特例条例（10万円減額） 1

決議 議員 1 コロナ感染症対策の拡充決議 1

意見書 議員 5

消費税５％への減税、学校等でのPCR検査体
制構築、高齢者施設での行政検査を求める、
コロナワクチン接種に関する意見、生活保護制
度の見直し

0
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①
２
０
２
１
年
度

一
般
会
計
予
算

新
年
度
予
算
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
収
入
が
14
億

円
減
少
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。そ

れ
ゆ
え
、
厳
し
い
予

算
編
成
が
お
こ
な
わ
れ
、

一
部
に
は
予
算
査
定
に
お

い
て
先
送
り
と
な
っ
た
も

の
も
あ
る
。

課
題
を
指
摘
し
、
予
算
に

は
賛
成
し
た
。

②
職
員
の
分
限
に
関
す
る

条
例
の
改
正

市
職
員
が
健
康
上
の
理

由
で
休
む
場
合
に
、
３
か

月
以
上
に
な
る
と
休
職
と

な
る
。
そ
の
休
職
の
最
長

期
間
は
３
年
で
あ
る
。
休

職
期
間
に
つ
い
て
は
、
復

職
が
さ
れ
れ
ば
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
る
。
し
か
し
、
再
度

休
職
を
取
れ
ば
、
前
回
の

期
間
が
加
算
さ
れ
る
。
こ

れ
ま
で
は
、
６
か
月
働
け

ば
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た

が
、
１
年
働
か
な
い
と
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
な
い
制

度
に
な
る
。
こ
の
た

め
反
対
し
た
。

③
契
約
締
結
（
新
佐
倉
図

書
館
障
害
物
撤
去
）

現
在
建
設
中
の
新
佐
倉

図
書
館
に
お
い
て
、
土
木

工
事
中
に
障
害
物
が
発
見

さ
れ
た
。
無
線
設
備
の
基

礎
で
あ
り
、
当
初
の
工
事

に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
。

市
は
、
注
意
し
て
い
れ
ば

そ
れ
を
把
握
で
き
た
が
、

当
初
工
事
に
そ
れ
を
含
め

ら
れ
ず
、
こ
の
部
分
は
落

札
率
100
％
（
定
価
の
８
５

９
万
円
）
に
て
追
加
契
約
。

④
学
校
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
構
築
の
意
見
書

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

学
校
で
の
感
染
を
防
ご
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
賛

成
少
数
で
あ
っ
た
。
現
在

の
コ
ロ
ナ
感
染
は
、
変
異

株
の
登
場
も
あ
り
、
若
者

の
感
染
者
も
多
く
ま
ん
延

を
抑
え
る
の
が
難
し
い
。

学
校
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
い
学
校
で
の
コ
ロ
ナ
感

染
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。

⑤
生
活
保
護
制
度
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

生
活
保
護
を
受
給
し
な

い
人
が
多
い
理
由
は
、
扶

養
義
務
親
族
へ
の
問
合
せ

に
も
あ
る
。
日
本
は
扶
養

義
務
範
囲
が
３
親
等
ま
で

と
広
い
。
先
進
国
で
は
、

配
偶
者
間
、
親
子
間
な
ど

範
囲
が
狭
い
。

-２-

佐
倉
市
議
会
定
例
議
会
概
要
（
2
月
22
日
～
3
月
22
日
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
緊
急
事
態
宣
言
中
に
行
わ
れ
た
た
め
、
今
議
会
も
一
般

質
問
は
代
表
質
問
他
（
各
30
分
）
に
絞
っ
て
行
わ
れ
た
。
本
会
議
で
の
質
疑
や
討
論
は
時
間

制
限
（
５
分
）
を
設
け
て
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
質
問
。
そ
の
答
弁
は

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
各

医
院
等
（
個
別
接
種
）

と
市
民
体
育
館
、
イ
オ

ン
ユ
ー
カ
リ
が
丘

他
（
集
団
接
種
）

で
行
な
い
、
費
用

は
国
負
担
と
な
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種

率
は
70
％
と
想
定
。

65
歳
以
上
の
人
口

は
5
万
9
千
人
。

接
種
を
希
望
し
な

い
方
へ
も
接
種
を

勧
め
る
。

市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
に
つ
い
て
は
、
集
団

生
活
を
送
る
子
供
た
ち

や
高
齢
者
施
設
で
の
感

染
拡
大
防
止
に
活
用
し

た
い
」
。

無
症
状
の
感
染
者
も

多
く
又
ワ
ク
チ
ン
を
希

望
し
な
い
方
も
い
る
の

で
、
感
染
を
十
分
抑
え

る
こ
と
は
難
し
い
面
が

あ
る
。
そ
の
た
め
コ
ロ

ナ
ゼ
ロ
へ
の
取
組
み

（
全
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
）
の

検
討
が
必
要
と
言
え
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
70
％
と
想
定

佐倉市議 藤崎 良次

２月～３月議会の質問ほか

編
集
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ

り
、
議
会
も
行
政
も
厳
し

い
状
態
で
す
。

コ
ロ
ナ
は
変
異
株
も
発

生
し
第
４
波
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
と
の
共

生
は
難
し
く
、
ゼ
ロ
コ
ロ

ナ
を
目
指
す
べ
き
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

政
治
活
動
用
看
板

４
割
が
修
正
必
要

選
挙
は
、
民
主
主
義

の
基
本
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
行
わ
れ

た
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領

選
挙
で
は
、
不
正
が
有

る
と
考
え
て
い
る
人
が

大
変
に
多
い
。
１
月
に

は
敗
れ
た
陣
営
が
連
邦

議
会
内
へ
突
入
し
、
銃

弾
な
ど
で
５
名
が
死
亡

し
た
。
選
挙
関
係
の
不

正
を
な
く
す
こ
と
は
、

民
主
主
義
を
維
持
す
る

要
と
思
い
質
問
し
、
次

の
答
弁
が
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
あ
っ
た
。

「
現
地
調
査
を
行
っ
た

政
治
活
動
用
看
板
は
３

４
１
か
所
、
補
正
を
お

願
い
し
た
も
の
は
１
３

８
か
所
、
そ
の
比
率
は

39
％
で
あ
っ
た
」

４
割
も
の
市
長
、
市

議
関
係
看
板
に
違
反
が

あ
る
状
態
で
あ
っ
た
。

市
内
の
介
護
認
定
者

（
約
８
０
０
０
人
）
と
障

が
い
者
手
帳
所
持
者
（
約

７
８
０
０
人
）
の
合
計
は
、

１
万
５
千
人
以
上
で
あ
り
、

人
口
の
約
10
％
に
近
い
。

誰
も
が
当
事
者
や
関
係

者
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
と
の
理
解
が
必
要
で
す
。

障
が
い
者
福
祉
や
介
護

保
険
は
、
制
度
や
申
請
文

書
が
複
雑
な
の
で
質
問
し
、

次
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

「
・
窓
口
に
お
い
て
は
、

慎
重
に
聞
き
取
り
を
行
い
、

適
切
な
ご
案
内
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
話
の
速
度
や
順
序
な

ど
、
内
容
以
外
に
も
、

申
請
者
へ
の
配
慮
を
行
い
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
説
明

が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

・
記
入
例
の
様
式
に
は
、

適
宜
必
要
な
更
新
が
図
れ

る
よ
う
注
意
し
ま
す
。

・
市
民
音
楽
ホ
ー
ル
及
び

市
立
美
術
館
で
は
、
窓
口

に
障
が
い
者
割
引
制
度
の

表
示
が
な
い
が
、
多
く
の

方
々
に
理
解
頂
け
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
」
。

窓
口
表
示
に
よ
り
広
く

理
解
が
広
が
り
ま
す
。

ま
だ
計
画
は
無

い
が
、
こ
の
施
設

に
つ
い
て
質
問
、

次
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

「
こ
の
施
設
は
、
障
害
の

重
度
化
や
高
齢
化
に
よ
り
、

他
の
日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス

等
を
利
用
で
き
な
い
障
害

者
の
た
め
、
常
時
の
支
援

提
供
体
制
を
確
保
し
た
施

設
で
す
。
短
期
入
所
を
併

設
し
、
障
害
者
の
緊
急
一

時
的
な
利
用
に
対
応
で
き
、

第
６
期
の
障
害
者
計
画
に

お
い
て
も
、
こ
の
計
画
等

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
」
。

障
が
い
の
重
い
方
が
利

用
で
き
る
よ
う
な
、
医
療

と
連
携
し
た
施
設
が
現
在
、

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
編
集

市
議
会
発
行
の
『
議

会
だ
よ
り
』
に
つ
い
て

思
わ
ぬ
議
論
が
さ
れ
た
。

藤
崎
は
質
問
の
大
項
目

に
カ
ッ
コ
書
き
で
内
容

が
分
か
る
よ
う
に
中
項

目
の
言
葉
を
入
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
広
報

公
聴
委
員
会
で
「
他
の

議
員
は
し
て
い
な
い
の

で
止
め
て
ほ
し
い
」
と

い
う
意
見
が
多
数
か
ら

出
た
。
結
局
、
議
会
改

革
推
進
委
員
会
で
話
し

合
う
こ
と
に
な
っ
た
が

横
並
び
以
外
は
し
て
欲

し
く
な
い
よ
う
だ
。

トピックス

介
護
認
定
・
障
害
者
の
当
事
者
は
市
民
の
約
10
％

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム


